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◆職  位：准教授 

◆氏  名：淺野 いずみ 

◆取得学位：博士(看護学) 

◆主な著書・論文等 

著書・論文等の名称 全著者名 掲載誌名 
出版年月 

(西暦) 
巻 号 頁 

授業内容に反映して

いる科目名 

海外で生かす日本の地域づくりの経験 

｢住民の生活を知ること｣の大切さを伝える 

淺野いずみ 国際ボランティア情報誌ク

ロスロード 

2009年８月 45 527 20-21 国際看護学 

インドネシア共和国Ａ県Ｂ保健所における地域看

護師の家庭訪問についての認識 

淺野いずみ 愛知医科大学看護学部紀要 2013年12月  12 19-28 国際看護学 

国際看護学 看護の統合と実践 開発途上国への

看護実践を踏まえて 

柳澤理子，阿川牧， 

淺野いずみ，石﨑美保， 

田代順子，田代麻里江， 

丹野かおる，弘中陽子， 

森山ますみ 

PILAR PRESS 2015年３月   103-106 国際看護学 

卒業生の新任保健師をサポートする学習会の効果 若杉里実，淺野いずみ， 

長谷川真美，坂本真理子 

 

愛知医科大学看護学部紀要 2015年12月  14 31-36 地域看護学 

援助論 

外国人労働者居住地域における外国人保護者への

子育て支援の取り組み 

大橋裕子，坂本真理子， 

淺野いずみ，水谷聖子， 

橋本秀実，オチさや香， 

佐藤槙子，村石正枝 

生活指導研究 2017年  40 ７-13 国際看護学 

外国人看護師と日本人看護師間の関係形成の要因

に関する研究～異文化看護の適応過程とレジリエ

ンスとの関連性に焦点を当てる～ 

呉小玉，謝海棠， 

淺野いずみ，古場真理， 

高小雲，坂本真理子 

京都光華女子大学研究紀要 2017年12月  55 73-90 国際看護学 

ブラジル人コミュニティにおける母子保健及び子

育て情報の伝達上の課題－愛知県Ａ市における外

国人の母親を対象とした実態調査を通じて－ 

坂本真理子，淺野いず

み， 

橋本秀実，大橋裕子， 

水谷聖子 

愛知医科大学看護学部紀要 2017年12月  16 59-67 国際看護学 



看護学生がインドネシア人看護師候補者との交流

活動によって受ける影響 

淺野いずみ，蓑田さゆり 日本国際保健医療学会雑誌 2018年６

月 

33 ２ 69-78 国際看護学 

シミュレーションで行う退院支援カンファレンス

の評価 

川原千香子，鈴木里美， 

淺野いずみ，若杉里実 
愛知医科大学看護学部紀

要 

 

2020年 12

月 

 19 55-64 保健指導論 

シミュレーションを活用した家庭訪問演習での学

生の学びの評価 

若杉里実，淺野いずみ，

二村純子 
日本看護教育学会誌  

 

2022年 3月 31 3 61-70 保健指導論 

在留ブラジル人の母親が日本の保健医療福祉シス

テムの中で発達障害児を育てる母親に至るまでの

トランジションプロセス 

淺野いずみ，柳澤理子 国際保健医療学会誌 2023年 1月 37 4 189-198 国際看護学 

保健師が継続支援の対象とする発達障害児をもつ在

留外国人の母親の特徴 

淺野 いずみ 愛知医科大学看護学部紀

要 

2024年 1月  22 23-30 

 

国際看護学 

 

◆競争的資金による主な研究 

研究テーマ 実施年月(期間) 外部資金名 
授業内容に反映して

いる科目名 

在日外国人母子への情報提供を促進するコミュニティ・ブリッジ・ワーカー

の試み ※研究分担者 

2012年４月～2017年３月 科研費 基盤研究Ｃ 国際看護学 

看護学生がインドネシア人看護師候補者との交流活動によって受ける影響 2014年４月～2015年３月 愛恵会 国際看護学 

外国人看護師－患者－日本人看護師間の関係形成のプロセス尺度の開発 

※共同研究者 

2014年10月～2017年10月 三菱財団社会福祉事業研究助成 国際看護学 

発達障害を疑われた外国人就学児と親のための療育支援モデルの検討 2016年４月～2019年３月 科研費 挑戦的萌芽研究 国際看護学 

多文化に対応する子どもと親のための健康教育ハンドブックの開発 

※研究分担者 

2016年４月～2019年３月 科研費 基盤研究Ｃ 国際看護学 

地域で活動する保健師の異文化間看護能力育成プログラムの開発 

※研究分担者 

2022年４月～2025年３月 科研費 基盤研究Ｃ 国際看護学 

小児低栄養の社会的要因の解明：ポジティブな逸脱者の探索と地域データベ

ースの構築 

※研究分担者 

2023年 10月～2027年 9月 科研費 海外連携研究 

 

国際看護学 

 


